



































































C = E[e-kr max{v(r）ーにo}]=e-krにmax{V(T）ーにO}f(V(T))dV(T)(1) 
(1）式は高見（2002）で、エキスパートによる主観的予想売上高から導出したT時
2蓑谷（1998）では代表的理論分布がリストされているが、歪度がゼロでない一変数分布




















C=Eレrmax{v・(r）ーにo}]=e-r [ max{1γ（T)-K,O}J(V *(T))dV(T) (2) 






























J(x)= グ 、,-oo < x < oo,(m,n > 0）で考察すべきであるが、今後の研究





























sk = 2(n-m}J訂訂T(9) 
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(11）式右辺を観察すると、分子、分母ともすべて正。よって、マイナス符号が
as a2s 
ついているためニよくOである。ま？ ＿＿：＿：＿；：＿ は（12）式の通りになり、分母の。μ 、ー 8μ2
µ(1 －µ）が正なので、 µ＝~ が変曲点である。
。2sk-2σ（1-2μXJσ2+1) (1＇＞、
石Tー い（1ーμ）＋σ2}3 ＇~－ 
なお、期待値μがμ＝μ’からμ＝ r’まで動くにつれ、変化する歪度の量
l.s k = s k(r『） -s k(μ’）は標準偏差σが一定と仮定すれば、（13）式で表される。
& -2σ（l-2r’） -2a{l-2μ’） 
k -，巾－r’）＋σ2 μ'(1－μ’）＋σ2 
=2σ（μ’ーペl＋σ2ー μ’一戸ー 2μ’r’） (13) 
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